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１ 概要・主旨 
 「大学教育改革フォーラム in東海 2015」は 2015 年
3月 7日（土）、名古屋大学高等教育研究センターの主
催により名古屋大学東山キャンパスにおいて大学関係
者を対象に開催された。 
 本フォーラムは大学教育改善のために何をすべきか
を率直に語り合う場であり、主催者あいさつの中では
「大学教育の改革・改善をめぐる動きは以前からみら
れたものの、近年は従来にもまして活発になってい
る・・・・・とくに重視すべきは、大学教育の目的で
す。大学教育は誰のために、何のために存在するかと
いう問いの解答は多様であります。結局のところ、誰
のためにといえば学生のためと思われます。彼らに質
の高い学びの機会を提供すること、それを通じて彼ら
の精神的発達を支援し促すこと、明日の社会を担う主
体たる彼らに使命遂行に必要な能力や資質を備えさせ
ることが目的ではないでしょうか。現在の高等教育機
関で働くわれわれ教職員には、それを実現する責任が
課せられています・・・」と述べている。 
２ 基調講演 
講演者：追手門学院大学副学長 秦敬治 
演題：大学教育改革を進めるために必要なものとは 
内容：大学教育改革を進める上で必要な視点とはなに
か（最近では、教学 IRに対し多大な期待がされている
が、一方では①その手法が定まっていない、②エビデ
ンスの質が高くない、③目標や目標値の不明確さ、④
教育の本質と教学 IRは一致するのか等、課題も多い。
このような中で、大学の存在意義と教育理念や目標の
設定は重要である）その他、大学教育改革を行うとは
どういうことか。何を達成すれば、現在叫ばれている
大学教育改革といえるのか、大学教育改革のためのリ
ーダーとリーダーシップ、大学教育改革と教員、職員、
学生のかかわり方等について示唆があった。 
３ ポスターセッション 
 ポスターセッションには 26の参加があった。本学は
鈴木真(南山大学)先生、中井俊樹(名古屋大学)先生の
ご協力を得て「短期大学における教育効果の可視化と
キャリア意識の影響」を示した。 
研究概要として「教育効果があるのか、何がそれを
左右するのかということは、大学教育において重大な
関心事である。特に 2年しか教育期間がない短期大学
では、いかに効率的に学習成果をあげるかということ
が重要である。本研究では、愛知みずほ大学短期大学
部における学習到達テストの時系列データと、１年次
10月にとられたキャリア意識の調査を基に、教育効果
の推移を可視化し、キャリア意識形成の影響を検討す
る。到達度は入学時よりも卒業時の方が向上しており、
2 年間の学習成果が確認される。基礎的知識と専門的
知識の２つのカテゴリーに分けると、特に専門的知識
の教育効果が高い。とりわけ１年次の学習の成果が現
れる。キャリア意識が高い程卒業時の到達度が高いと
いう傾向がある。また、入学時の基礎的知識も卒業時
の到達度の一部を説明する。なお、退学のリスクは、
入学時の基礎的知識の点数が低くともキャリア意識が
高ければ小さいようにみえる。」とし、次ページのポス
ターを作成し公開討議を行った。このポスターセッシ
ョンは参加者の投票により、優秀ポスター賞を選ぶこ
とになっており、本ポスターは優秀ポスターに選ばれ
た。 
４ オーラルセッション 
 オーラルセッションⅡの B会場では「組織に着目し
た教務の実践的知識の積み上げとその継承」をテーマ
として、小野勝士（龍谷大学）が「『大学教員免許業務
Q&A』を活用した実践知の共有と課題」を、宮林常崇（首
都大学東京）が「公立大学法人特性を生かした教務事
務における実践知の共有」を、上西浩司（豊橋技術科
学大学）が「教務系業務における実践的知識の共有と
継承」の報告があり、村瀬隆彦（愛知みずほ大学）を
座長として進められた。その他 7つのブースにおいて
報告があり、議論が深められた。 
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